
石川県立美術館だより
第418号 平成30年8月1日発行

◦ ８月の企画展示室

◦ バスツアー報告

◦ ミュージアムレポート・文化財現地見学予告

◦ 夏のミュージアムウィーク

◦ 企画展Topics「URUSHI　伝統と革新」

■   特別陳列 前田家の名宝

■  夏休み 親子で楽しむ美術館

  アート de 動物 大集合！

■  江戸の動物画優品選

■  優品選 【近現代絵画・彫刻】

■  水辺をたんけん！ 【近現代工芸】

特別展 生誕220年　広重展
 雨、雪、夜　風景版画の魅力をひもとく

歌川広重　《東海道五拾三次之内　日本橋　朝之景》

「広重展」より

上田珪草　《騒》

「アート de 動物 大集合！」より
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※
団
体
は
二
十
名
以
上
。
県
立
美
術
館
友
の
会
会

員
は
団
体
料
金
。
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
前
売
り
料
金
。
付
き
添
い

一
人
は
無
料
。

第7・8・9展示室

主催：北陸中日新聞、石川テレビ放送、石川県立美術館　後援：石川県、金沢市、金沢市教育委員会、エフエム石川　
企画協力：青幻舎プロモーション　協賛：東海東京証券

◆
観
覧
料

◆
お
問
い
合
わ
せ（
平
日
十
時
～
十
七
時
）

　

北
陸
中
日
新
聞
事
業
部　

電
話
〇
七
六
－
二
三
三
－
四
六
四
二

一
　
般

中
高
生

小
学
生

個
　
人

一
、
〇
〇
〇
円

七
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団
　
体

　 

八
〇
〇
円

五
〇
〇
円

二
〇
〇
円

　

歌
川
広
重（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
は
、
葛
飾
北
斎
と

と
も
に
風
景
版
画
家
と
し
て
幕
末
浮
世
絵
を
支
え
ま
し
た
。

三
十
七
歳
頃
に
刊
行
し
た
保
永
堂
版「
東
海
道
五
拾
三
次
之

内
」が
大
人
気
と
な
り
、
そ
の
後
は
生
涯
を
通
じ
て
風
景
版
画

を
描
き
続
け
ま
し
た
。
居
な
が
ら
に
し
て
旅
の
気
分
を
味
わ

う
こ
と
の
で
き
る
街
道
絵
、
各
地
の
名
所
を
描
く
名
所
絵
と
、

彼
の
描
き
出
す
風
景
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
広

重
の
場
合
は
、
単
に
名
所
絵
を
描
く
の
で
は
な
く
、
季
節
、
天

候
、
時
間
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
た
設
定
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
の
魅
力
が
倍
増

さ
れ
ま
す
。「
雪
の
蒲
原
」「
雨
の
庄
野
」
な
ど
は
そ
の
典
型
的

な
作
例
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
広
重
の
生
誕
二
二
〇
年
に
あ
た
り
、

代
表
作
の
保
永
堂
版「
東
海
道
五
拾
三
次
」
全
作
品
の
ほ
か
、

江
戸
や
全
国
各
地
の
名
所
絵
な
ど
、
主
要
な
版
画
約
一
五
〇

点
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
た
こ
と
で
も

有
名
な『
名
所
江
戸
百
景
』
の「
亀
戸
梅
屋
敷
」
や「
大
橋
あ
た

け
の
夕
立
」
な
ど
西
洋
絵
画
に
も
影
響
を
与
え
た
四
点
や
、

『
六
十
余
州
名
所
図
会
』か
ら
北
陸
地
方
を
描
い
た
作
品
四
点

も
特
別
に
展
示
し
、
繊
細
な
自
然
描
写
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人

物
描
写
な
ど
、
な
つ
か
し
い
日
本
の
原
風
景
の
情
趣
を
描
き

出
し
て
や
ま
な
い
広
重
作
品
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
記
念
講
演
会

 

「
北
斎
か
広
重
～
比
べ
て
分
か
る
名
作
の
か
ら
く
り
」

　

講
師
：
神
谷
浩 

氏
（
名
古
屋
市
博
物
館
副
館
長
）

　

日
時
：
七
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
～

 

「
広
重
と
め
ぐ
る
東
海
道
」

　

講
師
：
前
田
詩
織 

氏

　
　
　
　
　

（
中
山
道
広
重
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

　

日
時
：
八
月
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
～

※
い
ず
れ
も
会
場
は
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
。
先
着
二
〇
〇
名
。

　

聴
講
に
は
本
展
の
入
場
券
が
必
要
で
す
。

◆
前
売
り
券
取
扱
場
所

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ（
Ｐ
コ
ー
ド
７
６
９
－
０
６
９
）、
ロ
ー
ソ
ン
チ

ケ
ッ
ト（
Ｌ
コ
ー
ド
５
３
１
７
４
）、
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
石
川
県

立
音
楽
堂
チ
ケ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
香
林
坊
大
和
Ｐ
Ｇ
、
ア
ピ
タ
松

任
テ
ィ
オ
、
う
つ
の
み
や
各
店
、
金
沢
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
（
め
い

て
つ
・
エ
ム
ザ
二
階
）、
北
陸
中
日
新
聞
販
売
店
、
中
日
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー（
北
陸
中
日
新
聞
本
社
一
階
）

7月27日（金）～8月26日（日）　会期中無休

歌川広重　《東海道五拾三次之内　蒲原　夜之雪》 歌川広重　《東海道五拾三次之内　庄野　白雨》

生誕220年 広重展 雨、雪、夜　風景版画の魅力をひもとく
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今
回
の
特
別
陳
列
で
は
、
国
宝《
広
田
社
二
十
九
番
歌
合
》

三
巻
の
う
ち
の
下
巻（
題「
述
懐
」）す
べ
て
を
展
示
す
る
点
に

ま
ず
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
広
田
社
二
十
九

番
歌
合
』は
承
安
二
年（
一
一
七
二
）十
二
月
、
平
安
時
代
後
期

の
歌
人
道
因（
藤
原
敦
頼
）が
撰
歌
・
結
番
し
た
も
の
に
、
歌
人

藤
原
俊
成
が
加
判
し
た
後
、
能
書
家
藤
原
実
家
が
清
書
を
行

い
、
摂
津
国
広
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
歌
合
で
す
。
成
立
の
背

景
は
、
二
年
前
に
道
因
が
勧
進
・
奉
納
し
た『
住
吉
社
歌
合
』に

感
銘
を
受
け
た
広
田
社
の
神
が
、
同
様
の
歌
合
を
自
分
も
欲

し
い
と
道
因
に
夢
で
告
げ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
と
き
の
加
判
原
本
と
清
書
本
は
現
存
せ
ず
、
判
者
の
俊
成

が
原
本
か
ら
転
写
し
た
自
筆
の
手
控
本
が
本
作
で
す
。
当
時

俊
成
は
五
十
九
歳
で
、
本
作
は
年
紀
が
明
確
な
俊
成
の
書
風

を
伝
え
て
い
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
す
。
下
巻
に
貼
ら
れ

た
付
箋
か
ら
、
冷
泉
為
広（
一
四
五
〇
～
一
五
二
六
）
が
か
つ

て
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
前
田
家
の
所
蔵
と
な
っ

た
の
は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
・
利
常
の
時
代
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
前
田
家
に
伝
来
し
た
古
筆
切
の
う
ち
の
優

品
二
十
八
枚
を
選
ん
で
、
前
田
家
十
六
代
・
利
為
が
昭
和
十
二

年（
一
九
三
七
）に
作
ら
せ
た
重
文《
手
鑑　

野
辺
の
み
ど
り
》

も
展
示
し
ま
す
。「
野
辺
の
み
ど
り
」と
い
う
名
称
は
、
一
枚
目

の
伝
紀
貫
之
筆「
寸
松
庵
色
紙
」
の「
わ
か
せ
こ
か
こ
ろ
も
は

る
さ
め
ふ
る
こ
と
に 

の
へ
の
み
と
り
そ
い
ろ
ま
さ
り
け
る
」

に
由
来
し
ま
す
。
作
製
の
監
修
に
は
、
古
筆
の
第
一
人
者
で

『
源
氏
物
語
絵
巻
』『
平
家
納
経
』等
の
文
化
財
複
製
を
行
っ
た

田
中
親
美
が
あ
た
り
、
今
回
は
そ
の
関
連
と
し
て《
厳
島
納
経

模
本 

提
婆
達
多
品
第
十
二
》も
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
は
屛
風
を
中
心
と
し
て
、
江
戸
時
代
後
半
に
描
か
れ

た
動
物
画
の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。
た
と
え
ば
猿
が
、
軍
事
や

農
耕
に
と
っ
て
重
要
な
馬
を
守
護
し
、
災
難
を
退
け
る
も
の

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、動
物
は
吉
祥
的
な
意
味
を
も
っ

て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
織

田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
は
、
虎
や
唐
獅
子
が
権
威
の

象
徴
と
し
て
対
面
空
間
を
飾
る
画
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
、
博
物
学
的
な
関
心

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
画
家
は
写
実
的
な
描
写
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
展
示
す
る
円
山
応
挙
、
岸
駒
、

佐
々
木
泉
景
の
作
品
に
は
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
は
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
な
画
家
ら
し

く
、
単
に
図
鑑
の
挿
図
の
よ
う
に
は
描
か
ず
、
擬
人
化
や
様
々

な
情
念
の
投
影
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
兎
、
猿
、
虎
、

鹿
な
ど
の
描
か
れ
た
動
物
た
ち
の
表
情
や
動
作
か
ら
、
絵
の

中
に
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て
い
る
の
か
を
楽

し
く
想
像
し
て
み
る
と
い
う
鑑
賞
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

夏
休
み
の
こ
の
時
期
、
ご
家
族
で
一
つ
の
作
品
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
合
う
の
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
応
挙
と
岸
駒
、
岸
駒
と
泉
景
の
間
に
は
ラ
イ
バ
ル

意
識
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
岸
駒
は
金
沢
か
ら
京
都
に

上
り
長
年
に
わ
た
り
苦
労
を
し
ま
す
が
、
や
が
て
有
栖
川
宮

家
の
評
価
を
獲
得
し
、
京
都
画
壇
で
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
確

立
し
ま
す
。
当
然
そ
こ
に
は
か
つ
て
学
ん
だ
応
挙
一
門
と
の

確
執
も
生
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
岸
駒
は
、
一
八
〇
九

年
に
金
沢
城
二
の
丸
御
殿
障
壁
画
制
作
で
泉
景
と
筆
を
競
っ

て
い
ま
す
。

江戸の動物画優品選
7月27日（金）～8月28日（火）　会期中無休

前田家の名宝
7月27日（金）～8月28日（火）　会期中無休

第2展示室 前田育徳会尊經閣文庫分館

県文《虎図》　岸駒、右隻部分 国宝《広田社二十九番歌合》部分
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高橋介州　《神韻大香炉》

　

「
夏
休
み 

親
子
で
楽
し
む
美
術
館
」
の
今
年
の

テ
ー
マ
は「
ア
ー
ト
de

動
物 

大
集
合
！
」。
絵
や
彫
刻

作
品
を
は
じ
め
、
陶
芸
や
漆
芸
、
染
織
な
ど
の
工
芸

作
品
で
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
展
示
室
で
す
。

　

ア
ー
ト
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
先
史
時
代
の
動
物

が
描
か
れ
た
洞
窟
壁
画
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守

る
狩
猟
の
対
象
と
し
て
、
呪
術
や
祭
祀
の
た
め
に
描

か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
と
動
物
の
か
か

わ
り
は
こ
の
よ
う
に
古
く
、
人
々
は
動
物
の
姿
や
形
、

そ
し
て
、
く
ら
し
の
中
で
の
関
わ
り
合
い
を
様
々
な

か
た
ち
で
数
多
く
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
動

物
の
中
に
は
、
姿
の
美
し
さ
や
た
く
ま
し
さ
、
そ
し

て
、
人
間
を
越
え
る
数
々
の
能
力
を
有
し
て
い
る
も

の
も
い
ま
す
。
厳
し
い
自
然
の
力
の
象
徴
や
、
超
自

然
的
な
力
を
備
え
た
神
仏
と
し
て
畏
怖
さ
れ
る
動
物

も
お
り
、
動
物
造
形
は
人
と
社
会
の
歴
史
・
文
化
・
宗

教
な
ど
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

　

時
代
が
進
み
、
動
物
を
伝
統
的
な
観
念
や
価
値
観

だ
け
で
見
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
自
然

主
義
や
自
然
科
学
の
発
展
に
よ
り
、
自
然
を
合
理
的

に
観
察
す
る
態
度
が
芽
生
え
は
じ
め
ま
し
た
。
動
物

を
正
確
で
リ
ア
ル
な
表
現
の
対
象
と
し
て
表
す
意
欲

も
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
動
物
の
新
た
な
魅
力
の

発
見
と
表
現
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
の
中
で
生
み

出
さ
れ
た
人
間
の
く
ら
し
に
お
け
る
動
物
と
の
か
か

わ
り
、
ま
た
、
動
物
に
抱
く
多
面
的
な
想
い
を
感
じ

つ
つ
、
そ
れ
が
多
彩
な
動
物
表
現
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏休み 親子で楽しむ美術館　アート de 動物 大集合！

第6展示室

7月27日（金）～8月28日（火）　会期中無休

　

「
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
」で
は
、
毎
年
展
示
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
、
小
学
生
親
子
を
対
象
と

し
た
制
作
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
八
月
十
日
開
催
は「
レ
ッ
ツ
、
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
！
～
手
遊
び
動
物

園
～
」。
イ
タ
リ
ア
の
マ
リ
オ
・
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
は
、
影
絵
遊
び
の
時
の
キ
ツ
ネ
や
犬
の
よ
う
に
、
自
分

の
手
を
動
物
の
形
に
見
立
て
、
色
も
塗
っ
て
写
真
撮
影
を
す
る
造
形
作
家
で
す
。
あ
な
た
も
マ
リ
オ
ッ

テ
ィ
さ
ん
に
な
っ
て
自
分
の
手
を
動
物
に
変
身
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
八
月
十
二
日
開
催
、「
動
物
園
de

ス

ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！
」
は
、
美
術
館
に
楽
し
く
学
べ
る
移
動
動
物
園
が
や
っ
て
く
る
講
座
で
す
。
園
長
さ
ん

か
ら
の
動
物
に
関
す
る
お
話
の
後
、
好
き
な
動
物
を
選
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
活
動
で
す
。
ど
ち
ら
の
講

座
も
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
美
術
館
だ
よ
り
六
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学芸員の眼
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矩幸成《しぶき》 竹田恒夫　《萌黄釉裏金彩蛙鳴文鉢》

　

美
術
館
の
中
が
動
物
で
い
っ
ぱ
い
の
今
季
、
工
芸
の
展
示

室
で
は
水
辺
に
目
を
向
け
ま
し
た
。
石
川
県
に
は
海
も
あ
り
、

川
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
水
辺
の
景
色
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

水
辺
探
検
の
始
ま
り
は
、「
海
の
な
か
ま
」で
す
。
大
き
な
魚

や
海
老
、
蟹
、
貝
を
と
ら
え
た
作
品
と
し
て
、
初
代
中
村
秋
塘

《
色
絵
青
海
波
貝
文
花
瓶
》
や
北
出
塔
次
郎《
色
絵
海
老
図
陶

箱
》
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
対
し
て
竹
田
恒
夫《
萌
黄
釉
裏
金
彩

蛙
鳴
文
鉢
》
や
中
嶋
珠
光《
金
魚
文
台
鉢
》
に
見
ら
れ
る「
川
・

湖
・
池
の
な
か
ま
」は
、
と
て
も
小
さ
な
生
き
も
の
た
ち
で
す
。

彼
ら
を
狙
う
水
鳥
た
ち
の
姿
も
、
水
辺
に
は
欠
か
せ
な
い
で

し
ょ
う
。
蒔
絵
の
人
間
国
宝
、
寺
井
直
次
は
白
鷺
を
好
ん
で

題
材
と
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
一
つ《
白
鷺
蒔
絵
箱
》
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

探
検
に
必
要
な
の
は
、
豊
か
な
想
像
力
で
す
。
壁
面
に
は

「
水
辺
の
音
」
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
集
め
ま
し
た
。
小
松
芳

光《
噴
水
屏
風
》
は
文
化
財
保
存
修
復
工
房
で
の
修
理
後
、
初

公
開
で
す
。
ざ
あ
ざ
あ
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
、
さ
ら
さ
ら
、
一
体

ど
ん
な
音
が
聞
こ
え
ま
す
か
。
子
ど
も
た
ち
に
も
聞
き
耳
を

立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
探
検
の
最
後
に
た
ど

り
着
く
の
は「
水
辺
の
不
思
議
」
で
す
。
古
来
よ
り
水
辺
に
は

想
像
上
の
生
き
も
の
や
、
仙
人
の
住
む
イ
メ
ー
ジ
が
仮
託
さ

れ
ま
し
た
。「
鯉
が
滝
を
登
る
と
龍
に
な
る
」
な
ど
と
言
う
の

が
、
代
表
的
で
す
。
一
体
ど
ん
な
も
の
が
隠
れ
て
い
る
か
、
ぜ

ひ「
水
辺
を
た
ん
け
ん
！
」し
て
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

近
現
代
絵
画
・
彫
刻
の
分
野
で
は
、「
初
夏
の
彩
り
」と
題
し

た
前
回
の
優
品
選
に
つ
づ
き
、
夏
か
ら
初
秋
を
意
識
し
た
チ
ョ

イ
ス
で
す
。
各
分
野
よ
り
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
画
で
は
、
ま
ず
人
物
画
か
ら
。
稲
元
実
の《
夏
日
》
は
、

四
十
歳
を
前
に
し
た
、
作
家
と
し
て
脂
が
の
っ
た
時
期
の
作

で
す
。
ひ
ま
わ
り
と
夏
の
夕
空
を
背
景
に
、
自
身
と
妻
が
モ
デ

ル
に
な
っ
て
お
り
、
強
い
配
色
と
ふ
た
り
の
表
情
が
人
生
の

「
盛
夏
」を
物
語
り
ま
す
。
風
景
画
か
ら
は
、
東
山
魁
夷
の
大
作

《
瀧
》。「
瀧
の
響
き
が
か
き
た
か
っ
た
」と
い
う
本
作
は
、
魁
夷

の
隠
れ
た
名
作
で
す
。

　

油
絵
で
は
、
藤
本
東
一
良
の《
コ
ン
カ
ル
ノ
の
バ
ル
コ
ン
》、

南
政
善
の《
馬
な
ら
ぶ
》
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
前
者
は
フ
ラ

ン
ス
北
大
西
洋
側
の
港
町
コ
ン
カ
ル
ノ
を
、
室
内
か
ら
バ
ル
コ

ニ
ー
越
し
に
色
彩
豊
か
に
描
い
た
作
品
。
後
者
の《
馬
な
ら
ぶ
》

は
、
馬
を
三
頭
正
面
か
ら
描
き
、
右
の
一
頭
に
男
児
を
乗
せ
て

牧
歌
性
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
空
の
青
と
大
地
の
朱
色
の
対
比

は
強
烈
で
、
半
袖
半
ズ
ボ
ン
の
少
年
と
相
ま
っ
て
盛
夏
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
南
政
善
の
戦
前
の
代
表
作
で
す
。

　

彫
刻
の
展
示
は
、
海
と
躍
動
感
が
テ
ー
マ
で
す
。
山
瀬
晋
吾

《
波
乗
り
》や
矩
幸
成《
し
ぶ
き
》は
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
水
し

ぶ
き
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
楽
し
げ
な
作
品
で
す
。
ま
た
、
夏

の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
銭
亀
賢
治《
去
り
ゆ
く
夏
》
も
併
せ

て
展
示
し
ま
す
。
そ
の
他
、
大
き
さ
も
素
材
も
様
々
な
彫
刻
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

版
画
で
は
脇
田
和
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
脇
田
は
ベ

ル
リ
ン
国
立
美
術
学
校
で
、
木
版
・
銅
販
・
リ
ト
グ
ラ

フ
な
ど
一
通
り
学
び
、
戦
後
、
東
京
芸
術
大
学
で
初

め
て
開
設
さ
れ
た
版
画
教
室
の
講
師
と
し
て
招
か
れ

ま
し
た
。
版
画
の
先
駆
者
と
も
い
え
る
脇
田
の「
夏

の
帽
子
」な
ど
、
季
節
の
題
材
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

第
３
、４
展
示
室
で
ど
う
ぞ
優
品
の
数
々
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

優品選
7月27日（金）～8月28日（火）　会期中無休

水辺をたんけん！
7月27日（金）～8月28日（火）　会期中無休

第3・4展示室［近現代絵画・彫刻］ 第5展示室［近現代工芸］
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今
年
度
の
春
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、「
富
山
再
発
見
の
旅
―
富
山
最
古

の
仏
像
に
会
い
に
い
く
―
」
と
題
し
て
、
富
山
県
の
富
山
市
、
中
新
川
郡
、
下

新
川
郡
、
滑
川
市
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
北
陸
三
十
三
カ
所
観
音
霊
場
の
常
楽
寺
へ
。
住
職
様
の
ご

解
説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
普
段
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
富
山
県

最
古
の
重
要
文
化
財
、
聖
観
音
立
像
と
十
一
面
観
音
立
像
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
次
に
、
磨
崖
仏
で
有
名
な
寺
院
、
日
石
寺
へ
。
当
日
は
、
不
動
明
王
御
尊

前
護
摩
祈
祷
の
見
学
や
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
加
賀
藩
前
田
家
と
の
ゆ
か
り
も
深
く
、
ご
解
説
を
聞
き
な
が
ら
敷
地
内
を

散
策
し
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
い
か
尽
し
の
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
一
番
は
朝
日
町
立
ふ
る
さ
と

美
術
館
へ
。
学
芸
員
の
島
瑞
穂
様
に
、
知
ら
れ
ざ
る
木
彫
師
・
俊
海（
尾
崎
亀
次

郎
）の
生
い
立
ち
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
ご
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
二
〇
一
七
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
た
富
山
県
美
術
館

へ
。
こ
ち
ら
で
は
、
館
長
の
雪
山
行
二
様
、
学
芸
員
の
丸
山
多
美
子
様
よ
り
、

富
山
県
美
術
館
の
説
明
や
作
品
に
つ
い
て
ご
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
館

内
を
自
由
に
観
覧
し
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
良
い
晴
れ
空
に
も

恵
ま
れ
、
ご
参
加
者
の
皆
様
や

各
見
学
地
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
無
事
に
全
行
程
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成30年5月27日（日）実施

美術館友の会　第16回バスツアー報告

　

石
川
県
立
美
術
館
で
は
、
毎
年
秋
に
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
学
芸
員
と
行
く「
文
化
財
現
地

見
学
ツ
ア
ー
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。
第
四
十
九
回
の
今
秋
は「
岐
阜
県
土
岐
散
歩（
仮
）」と
題

し
て
、
次
の
よ
う
な
行
程
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時

　
　

十
月
二
十
日（
土
）午
前
七
時
頃　

金
沢
駅
発

　
　

十
月
二
一
日（
日
）午
後
七
時
頃　

金
沢
駅
着

◆
訪
問
場
所（
予
定
）

　
　

洲
原
神
社
、
清
泰
寺
、
荒
川
豊
蔵
資
料
館
、
可
児
市
戦
国
山
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

　
　

多
治
見
市
美
濃
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
、
岐
阜
県
博
物
館

◆
移
動
方
法

　
　

貸
切
バ
ス

　

具
体
的
な
旅
程
や
お
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
の
美
術
館
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
学
校
出
前
講
座
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
六
月
に
二
校
、
九
月
末
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
八
校
と
、
加
賀
市
か
ら
羽
咋
市
ま
で
の
県
下
十
校
で
開
催
予
定
で
す
。
こ
の
出
前
講
座
が

は
じ
ま
っ
て
十
四
年
目
に
入
り
、
開
催
校
は
の
べ
百
二
十
校
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
未

開
催
校
優
先
で
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
開
催
し
た
学
校
か
ら
の
ご
要
望
も
多
く
、

今
年
度
は
開
催
予
定
校
十
校
の
う
ち
、
今
ま
で
に
開
催
済
み
の
学
校
が
三
校
あ
り
ま
す
。
次
年

度
以
降
も
開
催
が
少
な
い
地
域
へ
の
セ
ー
ル
ス
も
行
い
な
が
ら
、
開
催
済
み
の
学
校
へ
の
ご
要

望
も
受
け
入
れ
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
楽
し
さ
を
県
下
の
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
現
地
見
学
予
告

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト 

学
校
出
前
講
座

常楽寺にて
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「
日
本
画
を
志
す
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
的
概
念
や
会
派

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
で
新
し
い
発
想
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
日
本
画
制
作
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
員
相
互
の

協
力
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
・
模
索
と
石
川
県
内
で
の
発
表
の
機
会

を
設
け
、
自
己
の
研
鑽
に
努
め
、
石
川
県
の
美
術
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
。」
と
し
、
日
本
画
の
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
九

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
年
齢
層
は
幅
広
く
、
モ
チ
ー
フ
も

風
景
や
静
物
、
人
物
・
動
物
や
植
物
、
具
象
や
抽
象
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
そ
の
視
点
や
表
現
方
法
は
個
性
豊
か
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
石
川
県
内
の
日
本
画
家
の
意
欲
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
輪
島
市
鵜
入
町
二
－
三
七　

　
　
　
　
　

石
川
県
日
本
画
会
事
務
局
長　

宮
下
和
司

　

中
国
文
化
交
流
の
中
枢
機
関
で
あ
る
中
国
人
民
対
外
友
好
協

会
と
共
に
開
催
す
る
本
展
は
、
屋
根
瓦
の
先
の
と
こ
ろ
に
施
さ

れ
た
文
字
や
文
様「
瓦
当
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
瓦
当
は
三
千
年
前

の
中
国
西
周
時
代
に
は
じ
ま
り
、
春
秋
戦
国
、
秦
漢
時
代
を
経

て
、
漢
代
に
発
展
は
頂
点
に
達
し
ま
し
た
。
文
字
を
刻
し
た「
瓦

当
文
」
も
多
く
な
り
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
に
中
国
よ
り
伝
来

さ
れ
、
寺
院
建
築
に
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
瓦
当
文
を

テ
ー
マ
に
日
中
両
国
の
書
・
篆
刻
作
品
を
約
百
五
十
点
展
示
、
中

国
側
か
ら
瓦
当
の
時
代
変
遷
が
わ
か
る
よ
う
参
考
史
料
と
し
て

瓦
当
拓
本
六
十
点
も
同
時
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

◇
主
催　

 

北
枝
篆
会
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
、
陝
西
省
人

民
対
外
友
好
協
会
、
西
安
秦
碾
漢
瓦
博
物
館

◇
共
催　

石
川
県
日
中
友
好
協
会

◇
後
援　

北
國
新
聞
社
、
北
陸
放
送
、
テ
レ
ビ
金
沢

日中瓦当文書篆刻展 石川県日本画会展
8月30日（木）～9月3日（月）　会期中無休 8月30日（木）～9月3日（月）　会期中無休

第9回

第8・9展示室 第7展示室

　

緑
豊
か
な
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
で
、
夏
を
満
喫
す
る「
夏
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
」。

当
館
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
動
物
園
ｄｅ
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！

　

美
術
館
に
動
物
園
が
や
っ
て
く
る
！ 

楽
し
く
学
べ
る
動
物
園
で
動
物
に
関
す
る
お
話
を

聞
い
た
後
、
ス
ケ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ
体
験
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
猛
禽

類
の
解
説
お
よ
び
フ
ラ
イ
ト
実
演（
午
前
十
一
時
半
～
、
午
後
二
時
半
～
）は
、
ど
な
た
で
も

自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　

日
時　

八
月
十
二
日
（
日
）　

①
午
前
十
時
～
十
二
時　

②
午
後
一
時
～
三
時

　
　
　

対
象　

小
学
生
親
子
、
定
員
各
回
五
十
人
（
先
着
順
）

　
　
　

申
込　

前
日
午
後
五
時
ま
で
に
電
話
で
申
込
（
〇
七
六
ー
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

　
　
　

費
用　

無
料

◆
御
朱
印
帳
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

　

手
作
り
の
御
朱
印
帳
を
持
っ
て
、
県
内
の
神
社
や
お
寺
を
ま
わ
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　

日
時　

八
月
十
七
日
（
金
）　

①
午
前
十
時
～
十
二
時　

②
午
後
二
時
～
四
時

　
　
　

対
象　

小
学
校
四
～
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
定
員
各
回
五
組

　
　
　

申
込　

往
復
は
が
き
に
体
験
名
、
希
望
時
間
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
学
年
、
住
所
、

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
申
込
（
七
月
三
十
一
日
必
着
）

　
　
　
　
　
　

宛
先
：
〒
九
二
〇
－
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
一
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
県
立
美
術
館
広
坂
別
館

　
　
　

費
用　

五
〇
〇
円

　
　
　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

夏
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
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毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（8月は6日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

8月の休館日は29日（水）

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

平成30年９月１日（土）

 　　　　　～10月14日（日） 加賀藩の美術工芸 漆の美

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室 １Ｆ企画展示室

鴨居玲　教会
漆皮

近代の文化財修復と伝承
優品選

URUSHI
伝統と革新

9月15日（土）　　　

　～10月14日（日）

石川県立美術館開館35周年・日本伝統漆芸展第35回記念　URUSHI　伝統と革新

会期：平成30年9月15日（土）～10月14日（日）　会期中無休

企画展Topics

玉楮象谷　《彩色蒟醤御料紙硯箱》重要美術品　香川県立ミュージアム

赤地友哉　《曲輪造毬形洗朱喰籠》ポーラ伝統文化振興財団

六角紫水　《理想界の図蒔絵手箱》広島県立美術館

音丸耕堂　《彫漆カトレヤ菓子器》

石川県輪島漆芸美術館

松田権六　《蒔絵槇に四十雀模様二段卓》東京国立近代美術館

白山松哉　《蝶牡丹蒔絵沈箱》

MOA美術館


